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● URLをクリックするとホームページにアクセスします北海道まちづくり協議会　http://www.kitamachi.org

2023年度活動報告書

わたしたちは“北海道の暮らしたいまち オンリーワンづくり”を目指します

一般社団法人北海道まちづくり協議会

http://www.kitamachi.org


目
　
　
次

ご
あ
い
さ
つ

主
な
年
間
活
動

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

交
流
研
修
事
業

情
報
広
報
関
連
事
業

組
織
・
会
員

目
　
　
次

目　次

［2023年度 活動テーマ］

地方都市のまちづくりの課題を探る〜コロナ禍を契機とした新しいまちづくり〜

ごあいさつ│ 01‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

組織・役員│ 18‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

会員一覧│ 19‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

主な年間活動│ 02‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

交流研修事業│ 13‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

まちづくり支援事業│ 06‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

情報広報関連事業│ 17‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般社団法人北海道まちづくり協議会
2023年度活動報告書（2023.4.1〜2024.3.31）



目
　
　
次

ご
あ
い
さ
つ

主
な
年
間
活
動

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

交
流
研
修
事
業

情
報
広
報
関
連
事
業

組
織
・
会
員

01

一般社団法人北海道まちづくり協議会
会 長 能 戸 裕 之

協議会活動の10年を振り返る〜まちづくりの未来に向けて〜

平素より、当協議会の事業活動に対しまして、格別のご理解とご協力を

賜り、厚くお礼申し上げます。

 

この10年間、北海道の経済状況や生活様式は大きな変化を遂げました。

観光産業の発展により地域経済が活性化すると同時に、働き方改革が進み

リモートワークが一般化しました。また、高齢化社会の進展に伴い、医療

福祉サービスの需要が増加し、地域コミュニティの在り方も多様化しまし

た。こうした中、私たちは地域の課題を個々に把握し、解決に向けた手段

を様々な視点から模索しつつ、地方行政と連携しながら地域住民と直接関

わり、課題解決に取り組んでまいりました。そこで、当協議会の10年間の

活動を振り返り、これまでに培ってきた活動実績を「強み」や「機会」とし

て捉えることができました。

現在、当協議会は「まちづくり支援事業部会」「交流研修部会」「情報広

報関連事業部会」の三部会に分かれて各種活動を行っております。しかし、

特定の地域を対象にした具体的な課題解決において、三部会間の連携が不

足していた点が反省点として浮かび上がりました。今後は、こうした反省

点を踏まえ、次年度以降の活動に活かしてまいります。

この報告書は、2023年度の活動内容を総括したものです。会員の皆様に

おかれましては、ぜひご一読いただき、今後とも当協議会の事業活動に一

層のご理解とご協力、そしてご参加を賜りますよう、何卒よろしくお願い

申し上げます。

ご あ い さ つ

ご
あ
い
さ
つ
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理事会等会議開催状況

総 会 第1回通常総会 5月30日 於: かでる2.7　820研修室

理 事 会

第1回 理 事 会 5月11日 於:緑苑ビル　201会議室

臨 時 理 事 会 5月25日 於: かでる2.7　810研修室B

第2回 理 事 会 10月30日 於:緑苑ビル　201会議室

第3回 理 事 会 3月29日 於:緑苑ビル　201会議室

理事会の
電磁的決議
（定款第34条第2項
に基づく）

第1回 決 議 4月1日 入会承認

第2回 決 議 5月11日 入会承認

第3回 決 議 6月20日 恵み野地区まちづくり支援業務について

第4回 決 議 6月30日 入会承認

第5回 決 議 8月29日 2 号研究会・都市再生まちづくり支援研究会 設立承認

第6回 決 議 10月17日 入会承認

第7回 決 議 11月22日 入会承認

第8回 決 議 3月19日 恵み野フォーラム開催支援業務責任者の委嘱

業 務 執 行
理 事 会

第 1 回 4月27日 於:北3東11地区再開発組合事務所

第 2 回 10月17日 於:協議会事務所

第 3 回 3月19日 於:協議会事務所

常 務 理 事 会

第 1 回 4月17日 於:協議会事務所

第 2 回 10月11日 於:協議会事務所

第 3 回 3月12日 於:協議会事務所

事 業企画会議

第 1 回 5月15日 於:緑苑ビル　201会議室

第 2 回 7月24日 於: かでる2.7　601研修室

第 3 回 12月20日 於:（株）ソフトスケープ事務所

第 4 回 2月14日 於:（株）ソフトスケープ事務所

主
な
年
間
活
動

主 な 年 間 活 動

環境取組事業
地域の環境保全に貢献することを目的に、令和5年度の事業収入の1%程度を活用し、環境や自然保全など
に取り組む公益的団体に寄付。支援等を実施する事業として、まちづくりの推進を目的とするさぽーとほっ
と基金に寄付を実施。

他団体会議への出席

北海道建築設計会議 3回出席/5回開催　日建設計北海道オフィス 会議室
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情
報
広
報
関
連
事
業

主
な
年
間
活
動

2023年5⽉30⽇（火）17時30分より、かでる2.7・
710研修室 において、「2023年度通常総会」を開
催しました。

議決権を有する正会員数79名うち52名（委任状
出席20名を含む）に出席いただきました。

2023年度通常総会では、2022年度の事業報告、
収支決算報告にいついて審議、承認されました。

第3回理事会では、2023年10月〜2024年2月
28日までの事業報告並びに収支報告をおこなうと
ともに、2024年度の事業計画及び収支予算につ
いて審議をおこない、すべて了承されました。

理 事 会 ・ 総 会

主な年間活動（事業運営）

第3回理事会　2024年3月29日　緑苑ビル201会議室

通常総会　2023年5月30日　かでる2.7・710研修室
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主
な
年
間
活
動

事 業 企 画 会 議

主な年間活動（事業運営）

今回の事業企画会議は、前回に引き続き拡大版
と称して各部会員から広くの参加を募り17名に
出席いただき、意見交換を行いました。

はじめに、各部会長から過年度活動の総括及び
今後の展望に関する報告があった後、出席者によ
る意見交換が進められました。特に、部会間の連
携については、出席者の自由な発想のもと多くの
意見が出され、協議会体制の再構築に向けて発展
的な議論が交わされました。

最後に、意見交換の内容を整理して各部会で共
有するとともに、今後の部会活動に活かしていく
ことを出席者一同で確認し、閉会となりました。

第２回 事業企画会議（拡大版）　2023年7月24日　かでる2.7 ・610研修室

株式会社ソフトスケープ事務所において2024
年度の事業内容について、常務理事３名と３部会
長で意見交換を行いました。

第4回 事業企画会議　2024年2月14日

第3回 事業企画会議　2023年12月20日

今回の事業企画会議は拡大版と称し、協議会の
活動等について幅広く意見交換を行う場として開
催しました。

はじめに、事業部会担当常務理事より本年度の
事業計画、取組方針等について説明があった後、
参加者にて過年度の事業活動の総括、部会活動の
横断的な連携体制の再構築等について自由な意見
交換を行いました。

最後に、本日の意見交換の内容について各事業
部会で議論するとともに部会での意見を持ち寄
り、今後も拡大会議を定期的に実施することを確
認して、閉会となりました。

第1回 事業企画会議（拡大版）　2023年5月15日　緑苑ビル201会議室



目
　
　
次

ご
あ
い
さ
つ

主
な
年
間
活
動

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

交
流
研
修
事
業

情
報
広
報
関
連
事
業

組
織
・
会
員

05

主
な
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動

主な年間活動

会員の親睦と運動をかねたゴルフコンペを開催し16名の参加がありました。結果はメンバーそれぞ
れ悲喜こもごもの楽しいコンペとなりました。

第１回北まち親睦ゴルフコンペ　2023年10月7日　北海道リバーヒル ゴルフ倶楽部

毎年恒例の「新年交礼会」を中村屋旅館にて開催しました。出席者は54名。能戸会長の挨拶、川瀬常
務理事の乾杯で始まり、令和5年度から新会員となった方々のスピーチもあり盛況な会でした。最後は
岡本副会長の中締めにより、閉会となりました。

令和６年新年交礼会　2024年2月5日　中村屋旅館

昨年に引き続き、会員相互交流を目的に業種・企業を越えた「ヨコのつながり」を醸成する場として
開催し、22名の参加がありました。和気あいあいの中ジンギスカンを堪能し、交流が図られました。

第1回会員交流会　2023年6月21日　サッポロ ノルベサ ビール園

会 員 交 流 事 業
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ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

まちづくり支援事業

① 相談事業等
区分 内容 開催日 参加者数

先進事例ヒアリング

伊達市大滝区の公立校の廃校利用として、令和５年にオー
プンした複合型アトラクション施設について、施設全体の
管理者であるＮＰＯ大滝まちづくりサポ－トへのヒアリン
グを実施

１月１９日 3 名

④ 会員交流事業
区分 内容 開催日 参加者数

会員交流会 サッポロノルベサビール園にて 6月21日 22名

⑥ 実践活動研究会【07 〜 12 ページに掲載】

⑤ 施 策 勉 強 会 【 未 実 施 】

③ 受 託 事 業
業務名 委託者・工期 概要・業務委託料・実施主体・進捗状況

令和5年度 小樽駅前第
一ビル周辺地区再開発
事業計画検討業務

小樽駅前第一ビル周辺地区
再開発準備組合
8月10日～ 3月20日

業務概要：再開発事業計画再検討作業、検討計画図
　　　　　の作成作業
実施主体：小樽駅前第一ビル周辺地区再開発支援研究会

恵み野地区
まちづくり支援業務

恵庭市
6月27日～ 2月28日

業務概要：恵み野商店街活性化にかかる活動支援、
　　　　　イベント開催支援
実施主体：恵み野地区まちづくり支援研究会

恵み野
まちづくりフォーラム
開催委託業務

恵庭市
2月6日～ 3月29日

業務概要：企画立案・資料作成、セミナー運営、
　　　　　チラシ・ポスターのデザイン原稿作成等
実施主体：恵み野地区まちづくり支援研究会

② 講師派遣事業
区分 内容 開催日

講 師 派 遣
講師：田中絢人

（ドーコン）

北海学園大学 工学部建築学科（都市計画）～現行制度とその特性２
（都市再開発事業と建築）　 10月30日

藤女子大学 人間生活学科（まちづくり論）～まちを再生する
（都市再開発事業の仕組みと特徴/具体事例を交えて） 11月28日

まちづくり支援事業の実施状況

活　動 概　要 開催日 会　場 参加者数

第1回ミーティング これまでの総括と令和５年度の活動について 6月26日 ソフトスケープ 9 名

第2回ミーティング 相談事業に向けた取組と会員得意分野登
録について

8月28日 かでる2.7 8 名

第3回ミーティング 10月12日 ２０１会議室 6 名

第4回ミーティング
相談事業として先進事例ヒアリングに向
けた詳細確認 12月19日 ソフトスケープ 6 名

まちづくり支援事業部会開催状況
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ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

再開発マニュアル研究会（一号研究会）

まちづくり支援事業（実践活動研究会）

活動目的
内 容

会員向け、再開発検討地区団体等向けの再開発事業推進のためのマニュアル作成

代 表 能戸裕之

メンバー
（14名）

石塚雅弘、押野和也、川瀬浩、川尻雅裕、久新信一郎、坂本行宏、武井秀爾、田中絢人、田中康道、
寺内知生、前川公生、横山幹人、山口重則

主 た る
活 動 場 所

北まち事務所

活動期間 2023年4月から1年間、活動状況によって更新

概 　 　 要

活　動 概　要 開催日 会　場 参加数

1 第1回ミーティング マニュアル印刷物の配布と次回のマニュ
アル内容と原稿作成の進め方について ６月20日 北まち事務所 11

2 第2回ミーティング マニュアル原稿内容と原稿作成担当につ
いて ８月31日 北まち事務所 9

3 第３回ミーティング マニュアルの原稿案作成について進捗確
認と意見交 ３月７日 北まち事務所 9

活 動 状 況

第1回研究会
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マンション建替え支援研究会研究会（一号研究会）

活 動 内 容

近い将来、大きな社会問題になると予想されている「マンション建替え」について、（一社）再
開発コーディネーター協会のマンション建替え専門グループと一緒に、技術向上のための事
例研究や情報収集を行い、マンション建替えの推進普及に努めるとともに、支援を希望する
管理組合に建替えプログラムの現地指導やマンション建替え実施のコンサルティング参加も
視野に入れた活動をする。

代 表 武井秀爾　 所属者数 19名

活 動 期 間 2023年4月から1年間、活動状況によって更新

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

都市再生地区まちづくり支援研究会（二号研究会）

代 表 辻井順 所属者数 4名

活 動 期 間 2023年9月設立（現在活動休止中）

まちづくり支援事業（実践活動研究会）

活　動 概　要 開催日 会　場 参加数

1 第 1 回合同会議 令和 6 年度事業内容についての意見交換 12月13日 201 会議室 10

2 第 2 回合同会議 令和 6 年度事業方針についての報告 2月20日 201 会議室 12

※合同会議とはマンション建替え支援研究会、北海道Ｑの会、マンション建替えネットワーク北海道からな
る３団体による会議体

活 動 状 況

活　動 概　要 開催日 会　場 参加数

1 二者会議 今後の進め方の確認 9月20日 当別町内 2

活 動 状 況
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小樽駅前第一ビル周辺地区再開発支援研究会（二号研究会）

活動目的
内 容

平成29年10月、駅前広場周辺の再開発実現を目的に小樽駅前第１ビルの関係者を中心にその
周辺関係者とともに小樽駅前第１ビル周辺地区再開発準備組合を設立し、当協議会は要請に
よりオブザーバーとして参加しており、その協力もあって、具体的な事業検討が本格化する状
況を迎えている。
このことから、当研究会では当該地区再開発事業実現のために再開発準備組合の事務局業務
の支援を行う。

代 表 大石章夫

メンバー
（18名）

市橋佳樹、岩浪治郎、内山靖久、大場眞一、加賀谷　均、川尻雅裕、木村彰吾、久新信一郎、
桜田康司、設楽亮一、武井秀爾、能戸裕之、福井章司、藤山三冬、本居功光、森哲子、渡辺淳

五十音順

主 た る
活 動 場 所

小樽駅前地区

活動期間 2023年4月から1年間、活動状況によって更新

概 　 　 要

活 動 状 況

活　動 概　要 開催日 会　場 参加数

1 準備組合理事会 総会提出議案 4 月 6 日 小樽駅前ビル 2

2 準備組合総会 令和4 年度報告と令和5 年度計画 5 月 16 日 小樽駅前ビル 2

3 準備組合打合せ  令和 5 年度委託業務 6 月 7 日 小樽駅前ビル 4

4 コア打合せ 土地利用計画の作成 6 月 27 日 北まち事務所 2

5 準備組合勉強会 再開発事業費と権利変換床価格 7 月 6 日 小樽駅前ビル 9

6 コア打合せ 作業内容の確認 7 月 13 日 北まち事務所 15

7 ゼネコン G 打合せ 作業の分担 7 月 27 日 小樽駅前ビル 4

8 準備組合打合せ 計画地の土地利用 7 月 27 日 小樽駅前ビル 3

9 準備組合打合せ 計画地の土地利用計画案 8 月 17 日 小樽駅前ビル 5

10 ゼネコン G 打合せ 計画地の確認と作業の確認 8 月 22 日 小樽駅前ビル 9

11 全体ミーティング 令和 5 年度の活動計画 8 月 22 日 小樽駅前ビル 19

12 準備組合打合せ 業務内容の変更について 10月31日 小樽駅前ビル 5

13 ゼネコン G 打合せ 工事費見積について 10月31日 小樽駅前ビル 5

14 コア打合せ 施設計画の変更について  11月 8日 北まち事務所 3

15 準備組合理事会 委託業務の仕様書変更について 12月19日 小樽駅前ビル 3

16 準備組合打合せ 変更施設計画について 1 月 19 日 小樽駅前ビル 6

17 準備組合打合せ 委託業務の成果報告 3 月 12 日 小樽駅前ビル 7

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

まちづくり支援事業（実践活動研究会）
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活 動 状 況

活　動 概　要 開催日 会　場 参加数

1 八軒連合町内会打合せ 八軒側のまちづくりについて 4 月25 日 八軒会館 2

2 札幌市打合せ 八軒側のまちづくりについて 5 月19 日 札幌市地域計画課 3

3 八軒連合町内会打合せ 福祉のまちづくりお楽しみ会打合せ 6 月 6 日 八軒会館 2

4 八軒福祉のまちづくり
お楽しみ会協力 Nostalgic Voice Dance が出演し演奏 6 月29 日 八軒会館 5

5 ことに TV 打合せ 琴似まちづくりトーク番組制作打合せ第 1 回 7 月 5 日 ことに TV 4

6 ことに TV 打合せ 琴似まちづくりトーク番組制作打合せ第 2 回 7 月18 日 ことに TV 4

7 札幌市打合せ 琴似 4.2 地区の歩道状空地について 7 月27 日 札幌市事業推進課 2

8 ことに TV 打合せ 琴似まちづくりトーク番組第 1 回収録打合せ 8 月 7 日 ことに TV 5

9 音楽のまちづくり研究
会 今年の事業計画について 8 月27 日 JR 琴似駅周辺地区

まちづくり推進機構 6

10 ことに TV 収録 琴似まちづくりトーク番組第 1 回収録 8 月29 日 ことに TV 5

11 札幌市打合せ 八軒側のまちづくりについて 8 月 31日 札幌市地域計画課 4

12 琴似神社秋季例祭支援 音楽のまちづくり研究会出演 9 月15 日 ホテルヤマチ 4

13
Kotoni 市民参加のまち
づくりロビーコンサー
ト開催

まちづくりライブイベントの開催運営 9 月16 日 イトーヨーカドー
琴似店 60

14 八軒連合町内会打合せ 八軒側まちづくりビジョンの検討 10 月 6 日 八軒会館 5

15
Kotoni 市民参加の
まちづくりロビーコン
サート Vol.16 開催

まちづくりライブイベントの
開催運営協力 10月21日 イトーヨーカドー

琴似店 50

16
第 12 回 JR 琴 似 駅 前
広場イルミネーション
点灯式開催

まちづくりライブイベントの
開催運営協力 12 月 1 日 イトーヨーカドー

琴似店 70

活動目的
内 容

JR琴似駅周辺地区では5地区6工区の連鎖型市街地再開発事業が完了し、空中歩廊で連結さ
れた約10ha のコンパクトシティを形成している。周辺地区では新たなまちづくりの機運が
芽生えはじめている為、事業化の支援を目的として研究会を設立する。

代 表 川瀬浩

メンバー
（5名）

宮坂勝文、中山祐二、秋山広、山口重則

主 た る
活 動 場 所

JR琴似駅周辺地区

活動期間 2023年4月から1年間、活動状況によって更新

概 　 　 要

JR琴似駅周辺地区まちづくり支援研究会（二号研究会）

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

まちづくり支援事業（実践活動研究会）
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活 動 状 況

活　動 概　要 開催日 会　場 参加数

1 三者会議 まちづくり協定の締結状況ほか 4 月 20 日 恵み野会館 14（全体）

2 三者会議 令和5年度協議会の取組みほか 5 月 18 日 恵み野会館 17（全体）

3 協議会総会 令和4 年度報告と令和5年度計画 6 月 27 日 恵み野西町内会館 6

4 恵み野夏祭り イベント手伝い 7 月 30 日 恵み野商店街 4

5 コア会議 協議会運営に関する懸念事項 8 月 29 日 札幌市内 4

6 三者会議 恵庭市との連携協定ほか 9 月 21 日 恵み野会館 16（全体）

7 三者会議 恵み野フォーラム企画検討  1 月 24 日 恵庭市役所 13（全体）

8 コア会議 作業の役割分担 2 月 14 日 札幌市内 4

9 三者会議 恵み野フォーラム実施検討 2 月 29 日 恵庭市役所 15（全体）

10 三者会議 恵み野フォーラム最終確認 3 月 14 日 恵み野会 14（全体）

11 恵み野フォーラム フォーラム開催 3 月 21 日 恵み野会館 91（全体）

活動目的
内 容

○

○

2013年から2年間、恵み野商店街活性化の業務でまちづくりの支援を行ったが、最近に
なって、商店街通りの景観に支障をきたす動きが出始めたため、商店街やその周辺の住民
に景観を守ろういう機運が生まれ、恵庭市もこれを後押しするため、具体的な支援として
当協議会に業務を委託した。その結果、景観を守り持続するための組織を設立する方向で
あることから、必要と予想されるその後のフォローを目的とする。

地元の求めに応じて、相談をうけ、適切な助言を行う。

代 表 大石章夫

メンバー
（6名）

大場眞一、 川尻雅裕、 武井秀爾、 能戸裕之、 森哲子

主 た る
活 動 場 所

恵み野商店街地区

活動期間 2023年4月から1年間、活動状況によって更新

概 　 　 要

恵み野地区まちづくり支援研究会（二号研究会）

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

まちづくり支援事業（実践活動研究会）
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パ ネ ラ ー・恵み野商店街100年街並み協議会 副会長、恵み野商店会 会長 落合信也氏

・美しい恵み野花の街づくり推進協議会 事務局長 内倉真裕美氏

・北海学園大学工学部 建築学科教授 岡本浩一氏

・恵庭市長 原田裕氏

コーディネーター・一般社団法人北海道まちづくり協議会 顧問 森哲子氏

●取り組み紹介
恵み野商店街100年街並み協議会・まちづくり協定部会長の内倉大輔氏より、設立の経緯と現状について紹介
があり、未来的に維持するために今必要なことを実践していきたいとの意気込みが示されました。続いて、空き
店舗対策部会長の角井良太氏より、現在事業として動いている「恵み野横丁」についての説明がありました。
●空き店舗の全国事例
全国事例は、当協議・能戸会長が独自の視点から空き店舗活用を6つの切り口で分類し紹介しました。
●パネルディス力ツシヨン
活発な意見交換が行われ、ディスカッション終了後は会場から出された質問に回答しました。

まちづくり支援事業

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

：令和6年3月21日 18：00〜 20：00
：恵み野会館２階 集会室1･2
：91名（関係者含む）
：恵み野商店街100年街並み協議会
：恵庭市
：恵庭商工会議所、恵み野商店会、恵庭市商店会連合会
（1）地元商店街の取り組み紹介と空き店舗の全国事例
（2）パネルディスカッション
：地域の商店街の景観をまもり、つくり、そだてるために

恵み野まちづくりフォーラム2024　[恵み野地区まちづくり支援研究会（二号研究会）]

開催日時
開催場所
参 加 者
主 催
共 催
後 援
内  容

テ ー マ

小笠原剛氏 内倉大輔氏 角井良太氏 能戸裕之氏 落合信也氏 内倉真裕美氏 岡本浩一氏 原田裕市長

告知チラシ



目
　
　
次

ご
あ
い
さ
つ

主
な
年
間
活
動

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

交
流
研
修
事
業

情
報
広
報
関
連
事
業

組
織
・
会
員

13

交流研修事業

交
流
研
修
事
業

活　動 概　要 開催日 会　場 参加者数

第１回交流部会会議 年度事業計画及び打合せ 5月29日 北まち事務所 8名

第２回交流部会会議
まち研を中心として事業内容の説明
及び協議

7月19日 北まち事務所 12名

第 1 回まち研企画会議
まち研に係る企画会議（構成員：部
会、企画会議）

9月20日 201 会議室 12名

第 3 回交流部会会議
まち研の最終確認、車座トーク、次
年度の活動テーマ

10月18日 北まち事務所 5名

第 4 回交流部会会議 今年度の実施内容及び次年度の活動内容 12月15日 北まち事務所 4名

第 5 回交流部会会議
次年度実施事業及び今年度事業の取
りやめについて

2 月 7 日 北まち事務所 4名

交 流 研 修 事 業 部 会 開 催 状 況

交 流 研 修 事 業 の 実 施 状 況

事　業 開催内容 開 催 日 会場 参加者数

会員情報交流会

講師に協議会会員の田中氏、前川
氏、川尻氏をお招きし、所有者不
明土地の管理制度に係る法改正に
ついて説明。

9 月 11
日

かでる 2.7
810 会議室 B

23名

まちづくり研修会

地域ブランディングとまちづくり
に着目して開催。10年前にも同
テーマで講演した下川町、ボール
パークを誘致した北広島市、自転
車活用促進計画策定の石狩市から
の情報提供、その後は意見交換会
を行う構成とした。

7月25日
かでる 2.7
820 研修室

68名

学生車座トーク
協議会会員の山下設計の阿部氏、
日本データーサービスの押野氏、
大成建設の設楽氏を講師に開催。

11月28日
北海学園大学

工学部
17名
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交
流
研
修
事
業

2023年度 第１回 会員情報交流会 

令和5年9月11日（月）に令和5年度第1回会員情報交流会としてセミナーを開催しました。
今回は令和３年民法・不動産登記法の改正、「相続等により取得した土地所有権の国庫への帰属に関

する法律」制定に伴い、所有者不明土地の解消に向けて、不動産に関するルールが大きく変わろうとし
ています。そこで弁護士・司法書士・不動産鑑定士のそれぞれのお立場から所有者不明土地の解消に向
けた新制度に係る貴重な情報を提供いただきました。

【講師と説明概要】
●弁護士法人札幌英和法律事務所　田中弁護士
・所有者不明土地解消に向けた新しい制度に関する概要の説明
・土地利用に関する民法のルールの見直し
●中嶋・佐藤司法書士・行政書士事務所　前川司法書士
・登記されるようにするための不動産登記制度の見直し
・土地を手放すための制度（相続土地国庫帰属制度）の創設
●株式会社都市総合鑑定　川尻不動産鑑定士
・所有者不明土地法の概要
・地域福利増進事業
・各種専門家へのご相談

交流研修事業

～所有者土地不明制度の解消に向けた新制度の説明会～
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交
流
研
修
事
業

2023年度 技術者車座トーク @北海学園大学

令和5年11月28日（火）に北海学園大学工学部構内にて「技術者くるま座トーク」を開催しました。
本会は再開発事業を一つのテーマとして、計画から施工までの流れやそれぞれの立場や役割の違い

について、部門別に講師からご説明いただき、今後の就職活動や社会人生活に活かしてもらうことを
目的に実施し、15名の学生さんにご参加いただきました。

【講師】
・設計：阿部 泰朝氏（株式会社山下設計　北海道支社）
・計画：押野 和也氏（日本データーサービス株式会社）
・事業：設楽 亮一氏（大成建設株式会社　札幌支社）

講師の皆さんからはそれぞれのお立場から再開発事業に取り組む内容やこれまでの経験から大切に
すべきことなどについて、お話をいただきました。

その後は、北海学園大学の岡本教授の進行により、就職後に仕事に取り組む姿勢や日々の過ごし方
など、エンジニアとしての重要なモチベーションや地域との繋がりなどについて、議論が交わされま
した。学生さんからも鋭い質問が投げかけられ、大変有意義な会となりました。

交流研修事業

テーマ：再開発事業の計画から施工までの流れ
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交
流
研
修
事
業

令和5年11月1日（水） かでる２.7 820研修室にて、令和５年度まちづくり研修会を開催しました。新

型コロナウイルスの影響が無くなったこともあり、昨年度よりも多い約６８名にご参加いただきました。

【講演者】
伊藤 克彦氏（下川町教育委員会 教育課 生涯スポーツグループ）
川村 祐樹氏（北広島市経済部 部長）
上窪 健一氏（石狩市企画経済部 企画課 交通担当課長）
鈴木 聡士氏（北海学園大学 工学部 生命工学科 教授）

今年度の研修会のテーマは「“地域ブランディングによる活力あるまちづくり”　～スポーツをきっか
けとして～」と題し、スポーツを地域のブランドとして都市の魅力向上、地域活性化にチャレンジして
いる下川町、北広島市、石狩市にご登壇いただき、地域資源を活かしたこれからのまちづくりについ
てポテンシャルや課題を共有しました。

冒頭、今年度まちづくり研修会の趣旨説明として、当協議会の交流研修事業部会の内山元部会長より、
今回と同様のテーマで10年前に実施したまちづくり研修会から現在までのスポーツを取り巻く環境の
変化について説明しました。

基調講演では、下川町、北広島市、石狩市から情報提供いただきました。
初めに、下川町教育委員会教育課の伊藤克彦氏より、「スキージャンプの魅力を活かした地域活性化」

と題し、10年前のまちづくり研修会への登壇以降、スキージャンプ競技を通じて地元高等学校の存続
や二世選手のスキー留学、更には外国人の受け入れなど下川町に起こった変化についてご紹介いただ
きました。

続いて、北広島市経済部の川村裕樹氏より、「プロスポーツと地域コミュニティの醸成」と題し、
2023年3月に開業した北海道ボールパークFビレッジ誘致の経緯や、開業に向けた取組と思い、Fビレッ
ジ内の機能拡大や周辺エリア活性化整備など今後に向けた展望についてご講演いただきました。

最後に、石狩市企画経済部企画課の上窪健一氏より、「自転車を活用したまちづくり」と題し、道内
で最初に自転車活用推進計画が策定された石狩市における近年の取組状況を中心に、交通安全教室の
実施や自転車走行区間の整備、プロモーション動画の作成等について実際の写真を交えながらご紹介
いただきました

後半は基調講演・講師をパネラーに迎え、北海道学園大学の鈴木聡士教授をコーディネーターとして
意見交換会を行いました。

地域ブランディングとまちの維持・発展をつなぐソフト施策、地域活性化に資するハード整備、更に
は今思い描いている今後の展望などについて議論が交わされました。

令和5年度まちづくり研修会

交流研修事業

“地域ブランディングによる活力あるまちづくり”　～スポーツをきっかけとして～

講師、コーディネーターの皆様
左から鈴木 聡士氏、川村 祐樹氏、伊藤 克彦氏、上窪 健一氏
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情
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情報広報関連事業

活　動 概　要 開催日 会　場 参加者数

情報広報関連事業部会
第5 回「北まち座談会」の企画検討会
議 ほか

7月13日 北まち事務所 5名

情報広報関連事業部会
第5回「北まち THE座談会」の企画検
討会議

8月18日 北まち事務所 4名

情報広報関連事業部会
第5回「北まち THE座談会」の企画検
討会議

9月5日 北まち事務所 7名

情 報 広 報 関 連 事 業 部 会 開 催 状 況

情 報 広 報 関 連 事 業 の 実 施 状 況

事　業 実施内容

ホ ー ム ペ ー ジ ホームページ掲載内容、活動ブログを随時更新

メールマガジン 会員に向けて随時発信（協議会メールインフォメーション）

年間活動報告書作成 年度毎に北まちホームページにアップ

連載企画の実施

座談会を実施し編集作業を進行
開催日時：令和5 年10 月5 日（木）
会 場：札幌市八剣山ワイナリー・八剣山キッチン＆マルシェ
テー マ： ｢地域づくり」そして「食と観光」
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特 別 顧 問 大 石  章 夫 有限会社大石 R 計画 代表取締役
顧 問 森   哲 子 クオリアット 代表
顧 問 大 場  眞 一 個人正会員
相 談 役 濱 谷  雅 弘 まち育て工房「はまや」主宰
会 長 能 戸  裕 之 有限会社ジョブコム 代表取締役
副 会 長 岡 本  浩 一 北海学園大学工学部建築学科 教授
常 務 理 事 川 尻 雅 裕 株式会社都市総合鑑定　代表取締役
常 務 理 事 川 瀬   浩 株式会社豊多　総合計画部長
常 務 理 事 髙 森  篤 志 株式会社ソフトスケープ 代表取締役
常 務 理 事 武 井  秀 爾 武井計画 代表
常 務 理 事 田 中 康 道 弁護士法人札幌英和法律事務所　弁護士
常 務 理 事 山 口  重 則 YAM 建築計画 主宰
理 事 阿 部 公 一 株式会社ドーコン 取締役常務執行役員 都市・地域事業本部長
理 事 石 川 勝 利 一般財団法人日本不動産研究所北海道支社 支社長
理 事 岩 田  徳 夫 岩田地崎建設株式会社 取締役専務執行役員
理 事 渡 辺 　 淳 伊藤組土建株式会社 執行役員営業本部 副本部長
監 事 横 山 幹 人 株式会社北海道鑑定 代表取締役

【役　員】

まちづくり支援事業部会 中 山  祐 二 株式会社中山まちづくり計画舎　代表取締役
交 流 研 修 事 業 部 会 大 島  有 史  熊手フィールド株式会社　代表取締役
情 報 広 報 関 連 事 業 部 会 押 野  和 也 日本データーサービス株式会社企画部 課長

【事業部会長】

会員総会
（正会員にて構成）

理事会
（理事、監事にて構成）

業務執行会議
（会長、副会長、常務理事にて構成）

事務局
（執行常務理事にて構成）

専 門 部 会

情報広報関連事業部

交 流 研 修 事 業 部 会

まちづくり支援事業部会 実践活動研究会

組　織・役　員

2024年3月31日現在

（1）まちづくり支援事業　
　

●各分野に関する調査研究、支援、提言
・まちの活性化、まちマネジメント
・エリアマネジメント、コミュニティの形成・再生、活性化
・再開発事業、マンション建替え事業
・多様な専門家や分野との連携をいかしたまちづくり

●実践活動研究会（自主支援事業）
・会員の自主支援活動として、まちの活性化やマネジメント、地域コミュニティの形成、再生、活性化、

及び再開発などのテーマで実践活動を行う研究会
●まちづくり相談事業
・多様な分野の専門家が、まちづくり支援相談に応じる

（2）交流研修事業
●会員情報交流会、まちづくり研修会、会員交流研修会（勉強会、視察会）等の実施運営
・会員のスキルアップや交流、得意分野の紹介などを通じて、情報把握などができる機会・場づくり

（3）情報広報関連事業
●さまざまなメディアを通して、協協議会の活動やまちづくりに関する情報を発信
・ホームページ、ＨＰ特集記事、ブログ、メール INFO 等
・図書、印刷物の刊行

■専門部会事業内容

【組　織】
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2024年3月31日現在【法人正会員】

会 員 名
1 株式会社アークデザイン

2 株式会社アトリエアク

3 株式会社アーレックス

4 アルファコート株式会社

5 伊藤組土建株式会社

6 岩倉建設株式会社

7 岩田地崎建設株式会社

8 有限会社大石 R 計画

9 熊手フィールド株式会社

10 弁護士法人札幌英和法律事務所

11 札幌通運株式会社

12 清水建設株式会社北海道支店

13 有限会社ジョブコム

14 株式会社シン技術コンサル

15 株式会社ズコーシャ

16 株式会社鈴木東建

17 有限会社ステージ

18 住友不動産株式会社北海道事業所

19 セコム株式会社

20 株式会社セダー

21 株式会社ソフトスケープ

22 株式会社大京北海道支店

23 大成建設株式会社

24 タイムズ 24 株式会社

25 大和ハウス工業株式会社 北海道支社
北海道マンション事業部

26 株式会社タカラレーベン

27 株式会社東京ソイルリサーチ札幌支店

会 員 名
28 東京美装北海道株式会社

29 株式会社ドーコン

30 株式会社都市総合鑑定

31  戸田建設株式会社　札幌設計室

32 飛島建設株式会社　札幌支店

33 株式会社トラストコンサルティング

34 株式会社中山まちづくり計画舎

35 日本国土開発株式会社札幌営業所

36 株式会社日本設計

37 日本データーサービス株式会社

38 一般財団法人日本不動産研究所北海道支社

39 一般社団法人日本メインストリートセンター

40 株式会社バンテック

41 株式会社フージャースコーポレーション

42 株式会社フジタ北海道支店

43 株式会社豊多

44 北海道印刷企画株式会社

45 北海道ガス株式会社

46 株式会社北海道鑑定

47 街制作室株式会社

48 丸彦渡辺建設株式会社

49 株式会社宮川建設

50 株式会社宮坂振興社

51 明和地所株式会社

52 株式会社山下設計 北海道支社

53 有限会社ワイズデザイン アンド マネージメンツ

54 和光技研株式会社

【個人正会員（税理士・技術士等） 】

会 員 名
1 中嶋・佐藤 司法書士・行政書士事務所　中嶋 成美

2 中村和雄税理士事務所　中村 和雄

【個人正会員（個人事業主）】

会 員 名
1 エイチオーデザイン　法邑 悟

2 クオリアット　代表 森　哲子

3 武井計画　代表 武井 秀爾

4 YAM 建築計画　主宰 山口 重則

会 員 一 覧

組
織
・
会
員
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会 員 名

1 恵み野商店会

2 まちづくり会社小樽駅前ビル株式会社

3 当別まちづくり株式会社

【賛助会員】

2023 年度末現在の会員数 計

正会員
法人 54

賛助会員 3 特別会員 22 104
個人 25

2024年3月31日現在

【特別会員】

会 員 名

1 岩見沢市

2  恵庭市

3  雄武町

4  音更町

5  長万部町

6  帯広市

7 倶知安町

8 訓子府町

9 士幌町

10 せたな町

11 滝川市

会 員 名

12 千歳市

13 当別町

14 苫小牧市

15 苫前町

16 ニセコ町

17 登別市

18 函館市

19 東川町

20 紋別市

21 利尻町

22 稚内市

会 員 名

1 石塚　雅弘

2 一戸　勝巳

3 内山　靖久

4 大場　眞一

5 岡本　浩一

6 葛西　政一

7 片岡　道宣

8 川村　茂

9 菅野　克

10 佐藤　市郎

【個人正会員（一 般）】

会 員 名
11 堂　善之

12 中村　清司

13 西田　政道

14 西間　敏幸

15 濱谷　雅弘

16 深澤　照一

17 藤山　三冬

18 松井　泰友

19 吉村　廣

組　織・会　員

組
織
・
会
員
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●お問い合わせ等は Eメールでお願いします

● URL をクリックするとホームページにアクセスします

●ご覧になりたい項目をクリックするとページに移動します▶▶

◀◀ URLをクリックするとホームページにアクセスします北海道まちづくり協議会　http://www.kitamachi.org

2023年度 活動報告書

一般社団法人北海道まちづくり協議会

〔発行〕
一般社団法人 北海道まちづくり協議会
札幌市中央区北3条西7丁目-1緑苑ビル2階
TEL.011-232-0926FAX.011-222-5697

Email：info-ad@kitamachi.org

地域に根ざしたまちづくりを進め
るため、ビジョンを共有し行動力
を伴う協力関係をまちのなかに構
築することです。

組織化
まちなみ景観、建築ファサードや
屋外広告物、道路附帯設備等、地
域内の物理環境を、まちのイメー
ジに配慮し整えることです。

デザイン

地区ならではの特徴を、来街者や
商業者に加えて起業家や投資家等
にもアピールすることです。

プロモーション
経済基盤を再活性するため、地域
の産業や地域らしさを活かす取組
み等と連携しながら、経済活動を
多様化し強化することです。

経済再生

地域に根ざしたまちづくりに求められる「4つの分野」

http://www.kitamachi.org/
mailto:info-ad%40kitamachi.org?subject=

